
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

①情報共有の促進 

 

②市民参画の推進 

 

③市民力、地域力の発揮と連

携・協働の推進 

 
 
 
 
 
 
 

 
① 行政事務の効率化 

 

②事務事業の整理合理化 

 

③行財政マネジメントシステ

ムの充実 

 

④民間活力の導入 

 

⑤公共施設の適正配置と活用  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

①効率的に機能する組織・機構 

  

②職員定員管理の適正化 

  

③効果・効率的な広域行政 

  
 
 
 
 
 
①人材の育成・活用 

 

②人事制度の拡充 

  
 
 
 
  
 
① 計画的な財政運営 
 

② 人件費の抑制 
 

③ 自主財源の確保 
 

④ 内部管理経費の削減 
 

⑤公営企業等の経営のあり方と健

全化 

   

第 3次市政一新プログラム取り組み項目の検討  
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項目その１ 

項目その２ 

情報共有と参画・協働の推進

事務事業の効果的、戦略的な展開 

項目その３ 

組織・機構と職員管理の適正化 

人材の最適活用 

項目その４ 

項目その５ 

健全な財政基盤の確立  

※ これまでの取り組みや一新市民会議

などでの意見を参考に、また、改革推進の

3つの視点を踏まえ、3次で取り組むべき
主な項目を組み立ててみました。 

 
資料  1



平成 21年 9月 24日 第 38回市政一新市民会議 検討資料 
 
 
 
 
 
 

 

改革推進の必要性 

第 3次市政一新プログラム 

 
 
情報共有と参画・協働の推

進 

事務事業の効果的、戦略的

な展開 

組織・機構と職員管理の適

正化 

人材の最適活用 

健全な財政基盤の確立  

 

改革推進に向けた 

3 つの視点 

 

最適に 

機能する

行政 

 

持続可能

な 

財政経営 

地域力が 

活きる 

「新しい公」

改革の基本項目 

社会経済状況の変化 

地方分権から地域主

権・市民主権 

多様な主体を活かし

た地域経営 

市政一新プログラムの理念・目標 
（改革を行う基本的な考え方） 

 
 
 

市民の幸せ 自主自立の自治体 


